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附
則
第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
九
条

削
除

附
則
第
十
条
中
「
二
十
九
年
適
用
日
」
を
「
三
十
一
年
適
用
日
（
改
正
法
附
則
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

三
十
一
年
適
用
日
を
い
う
。
次
条
及
び
附
則
第
十
二
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
、「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」

を
「
平
成
三
十
五
年
九
月
三
十
日
」
に
、「
二
十
九
年
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
」
を
「
三
十
一
年
軽
減
対
象
資
産
の

譲
渡
等
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
一
条
中
「
二
十
九
年
適
用
日
」
を
「
三
十
一
年
適
用
日
」
に
、「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」を「
平

成
三
十
五
年
九
月
三
十
日
」
に
、「
二
十
九
年
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
」
を「
三
十
一
年
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
」

に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
条
第
一
項
中
「
二
十
九
年
適
用
日
」
を
「
三
十
一
年
適
用
日
」に
、「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」

を
「
平
成
三
十
五
年
九
月
三
十
日
」
に
、「
二
十
九
年
軽
減
対
象
資
産
の
譲
渡
等
」
を
「
三
十
一
年
軽
減
対
象
資
産
の

譲
渡
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
二
十
九
年
適
用
日
」
を
「
三
十
一
年
適
用
日
」
に
、「
平
成
三
十
三
年
三
月
三

十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
五
年
九
月
三
十
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
財
務
省
令
第
八
十
号

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
八
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特

別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
八
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
二
第
六
項
中
「
予
算
」
の
下
に
「
又
は
平
成
二
十
八
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）」を
加
え

る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
財
務
省
令
第
八
十
一
号

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
別
表
第
三
の
一
の
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
免
許
税
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
八
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

登
録
免
許
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

登
録
免
許
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
大
蔵
省
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
一
条
の
二

法
別
表
第
三
の
一
の
項
の
第
四
欄
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
そ
の
登
記
に
係
る
不
動

産
が
同
項
の
第
三
欄
に
規
定
す
る
不
動
産
に
該
当
す
る
旨
を
証
す
る
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能

実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
百
三
条
第
一
項
（
主
務
大
臣
等
）
に
規
定

す
る
主
務
大
臣
の
書
類
と
す
る
。

第
二
条
中
「
別
表
第
三
の
一
の
項
の
第
四
欄
」
を
「
別
表
第
三
の
一
の
二
の
項
の
第
四
欄
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号

中
「
別
表
第
三
の
一
の
項
の
第
三
欄
の
第
一
号
」
を
「
別
表
第
三
の
一
の
二
の
項
の
第
三
欄
の
第
一
号
」
に
、「
同
表
の

一
の
項
の
第
一
欄
」
を
「
同
表
の
一
の
二
の
項
の
第
一
欄
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
別
表
第
三
の
一
の
項
の
第
三

欄
の
第
三
号
」
を
「
別
表
第
三
の
一
の
二
の
項
の
第
三
欄
の
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
別
表
第
三
の
一
の

項
の
第
三
欄
の
第
四
号
に
掲
げ
る
」
を
「
別
表
第
三
の
一
の
二
の
項
の
第
三
欄
の
第
四
号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
号

イ

か
ら

ま
で
の
規
定
中
「
別
表
第
三
の
一
の
項
の
第
三
欄
の
第
四
号
」
を
「
別
表
第
三
の
一
の
二
の
項
の
第
三
欄

の
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
の
法
別
表
第
三
の
一
の
項
の
第
三
欄
の
第
四
号
」
を
「
の
法
別
表
第
三
の
一
の
二

の
項
の
第
三
欄
の
第
四
号
」
に
、「
が
法
別
表
第
三
の
一
の
項
の
第
三
欄
の
第
四
号
」
を
「
が
同
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
二
第
一
項
中
「
別
表
第
三
の
一
の
二
の
項
の
第
四
欄
」
を
「
別
表
第
三
の
一
の
三
の
項
の
第
四
欄
」
に
改

め
、
同
項
第
二
号
ロ
中
「
別
表
第
三
の
一
の
二
の
項
の
第
三
欄
」
を
「
別
表
第
三
の
一
の
三
の
項
の
第
三
欄
」に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
別
表
第
三
の
一
の
三
の
項
の
第
四
欄
」
を
「
別
表
第
三
の
一
の
四
の
項
の
第
四
欄
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
号

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
九
号
）

の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
及
び
厚
生
労
働
省
組
織
令

（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
二
条
第
二
項
中
「
外
国
人
に
係
る
研
修
及
び
」
を
「
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生

の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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